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６月は、販売量については、流通部門では減少、製造部門では変わらなかっ

た。また、仕入量については、流通部門・製造部門とも減少した。販売価格・

仕入価格については、流通部門・製造部門とも下降した。 

７月は、販売量については、流通部門・製造部門とも変わらずの見通し、仕

入量については、流通部門では変わらず、製造部門では減少の見通し、また、

販売価格・仕入価格については、流通部門・製造部門とも保ち合いの見通しと

なった。 

３ヵ月後の相場予想は、米材、北洋材（欧州材を含む）、国産材については、

流通部門、製造部門とも弱含みの見通し、また、建材は強含み予想である。今

回も前月同様、建材以外は弱含みの予想となった。 

ハウスメーカーの５・６月の受注は低調で、秋以降のプレカット工場の受注

に影響することが予想される。全国的にプレカット工場は、おおむね昨年比８

掛け稼働が続いている。円安で木材価格が底打ちしている中、ビルダーからの

値下げ要請と受注競争でプレカット工場の採算は非常に厳しくなってきている。

戸建て住宅の状況は、この先もしばらくは変わる気配がないが、一方で、非住

宅の木造化の動きは活発で、問合せや見積もりが大変増えている。 



景況調査 

令和５年６月分集計表    （    ）内は実数                  

〔流通部門〕            モニター数１４０ 回答９２ 回収率６６％ 
当月の状況                           

販 売 量 増加２１％（１９） 変わらず４５％（４１）  減少３５％（３２） 
仕 入 量 増加１７％（１６） 変わらず４８％（４４）  減少３５％（３２） 
販売価格 上昇 １％（ １） 変わらず６５％（６０）  下降３４％（３１） 
仕入価格 上昇 ７％（ ６） 変わらず５４％（５０）  下降３９％（３６） 

来月の見通し 
販 売 量 増加２２％（２０） 変わらず６２％（５７）  減少１６％（１５） 
仕 入 量 増加１８％（１７） 変わらず６２％（５７）  減少２０％（１８） 
販売価格 強含み ４％（ ４） 保ち合い７３％（６７） 弱含み２３％（２１） 
仕入価格 強含み ７％（ ６） 保ち合い７２％（６６） 弱含み２２％（２０） 

 
３ヵ月後相場予想 強 含 み 保ち合い 弱 含 み 

米  材  ７％（ ５） ６０％（４２） ３３％（２３） 
南 洋 材  ８％（ ５） ７３％（４３） １９％（１１） 

北洋材（欧州材を含む）  ８％（ ５） ５９％（３６） ３３％（２０） 
国 産 材 ７％（ ６） ６０％（５０） ３３％（２８） 
建  材 ２９％（１８） ５７％（３６） １４％（ ９） 

プレカットの動向 
発注後、加工まで

の待ち時間 
１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上 

４０％（２５） ５２％（３３） ８％（ ５） 
〔製造部門〕            モニター数１３６ 回答数１０７ 回収率７９％ 
当月の状況 

販 売 量 増加２１％（２２） 変わらず５２％（５６）  減少２７％（２９） 
仕 入 量 増加１３％（１４） 変わらず５０％（５４）  減少３６％（３９） 
販売価格 上昇 １％（ １） 変わらず６５％（７０）  下降３４％（３６） 
仕入価格 上昇 ７％（ ７） 変わらず６４％（６９）  下降２９％（３１） 

来月の見通し 
販 売 量 増加１７％（１８） 変わらず６４％（６８）  減少２０％（２１） 
仕 入 量 増加 ８％（ ９） 変わらず６９％（７４）  減少２２％（２４） 
販売価格 強含み ０％（ ０） 保ち合い７７％（８２） 弱含み２３％（２５） 
仕入価格 強含み ５％（ ５） 保ち合い７２％（７７） 弱含み２３％（２５） 

 
３ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み 

米  材 １６％（ ６） ５５％（２１） ２９％（１１） 
南 洋 材 １１％（ ３） ７４％（２０） １５％（ ４） 

北洋材（欧州材を含む）  ９％（ ３） ５５％（１８） ３６％（１２） 
国 産 材  ８％（ ８） ４９％（４９） ４３％（４３） 

プレカットの動向   
受注後、加工まで

の待ち時間 
１ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上 

４８％（２１） ４３％（１９）   ９％（ ４） 


